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Painted History

〈
地
名
〉に
表
さ
れ
た
世
界
を
集
め
に

画
家
た
ち
の
美
術
史

1987年、東大病院の外科病棟にて。ツァイト・フォト・サロ
ンで初個展を開いたが、同年の秋、バイク事故で大腿骨を
骨折。塞栓症を併発する重体で60日間入院。生還した

鷹
見
明
彦
＝
文

森
田
兼
次
＝
写
真﹇
＊
印
﹈

東
京
・
浜
松
町
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
。
地
上
40
階
の
展
望
台
に
は
、
高
層

ビ
ル
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
で
変
貌
は
げ
し
い
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
の
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
る
。「
こ
こ

は
、
東
京
の
高
層
ビ
ル
の
展
望
台
で
は
、

2
番
目
に
で
き
た
と
こ
ろ
。
以
前
か
ら
よ

く
来
て
い
て
、
最
近
の
都
市
の
写
真
で
も
、

撮
影
ポ
イ
ン
ト
に
し
ま
し
た
」。

世
界
各
地
の
地
表
を
精
密
に
撮う
つ

し
た

作
品
で
知
ら
れ
る
作
家
は
、
高
度
成
長

期
の
ア
キ
ハ
バ
ラ
で
自
作
の
電
子
回
路
の

部
品
を
求
め
る〈
電
子
少
年
〉の
一
人
だ

っ
た
。「
論
理
が
正
し
け
れ
ば
、
見
え
な
い

電
子
が
作
動
す
る
の
は
、
神
秘
的
だ
っ
た
。

夢
と
い
え
ば
、エ
サ
キ
・
ダ
イ
オ
ー
ド
で
ノ

ー
ベ
ル
賞
を
と
っ
た
江
崎
玲
於
奈

れ

お

な

博
士
の

よ
う
な
物
理
学
者
に
な
る
こ
と
」。

「
家
庭
の
事
情
で
家
に
は
い
た
く
な
か
っ

た
の
で
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
休
み
に
は

一
人
で
旅
ば
か
り
し
て
い
た
。
ヒ
ッ
チ
ハ

イ
ク
や
無
銭
旅
行
に
挑
戦
し
た
り
…
…
。

綿
密
に
計
画
を
立
て
る
の
が
、
楽
し
か
っ

た
」。写

真
は
、
中
学
、
高
校
と
撮
っ
て
は
い

た
が
、
暗
室
作
業
の
化
学
実
験
的
な
プ
ロ

無題　1985
ゼラチン・シルバー・プリント

松
江
泰
治

33

1985
「写真は2次元なのだから、
被写体を平面に
もどしてあげなくては」
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大
学
で
は
、
ラ
ン
ド
サ
ッ
ト
の
衛
星
写

真
の
画
像
処
理
に
取
り
組
ん
だ
。「
宇
宙

か
ら
見
た
写
真
を
デ
ジ
タ
ル
的
に
つ
く
っ

て
い
く
作
業
は
、
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
地
上

を
歩
き
ま
わ
っ
て
写
真
を
撮
る
の
と
は
、

対
極
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
考
え
る
こ

と
と
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
プ
ロ

セ
ス
を
く
り
返
し
て
写
真
が
で
き
る
と

い
う
次
元
で
は
、
等
価
だ
と
思
う
」。

セ
ス
に
関
心
が
あ
っ
た
。
物
性
物
理
か
電

子
工
学
が
や
り
た
く
て
、
１
９
８
２
年
、

東
京
大
学
理
学
部
へ
進
学
。

「
大
学
で
知
り
合
っ
た
友
人
た
ち
の
影

響
で
展
覧
会
を
観
る
よ
う
に
な
っ
て
、
当

時
の
西
武
美
術
館
や
原
美
術
館
、
銀
座

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
に
は
、よ
く
行
っ
た
。

自
分
が
写
真
で
現
代
美
術
と
ど
う
リ
ン

ク
で
き
る
か
、
本
を
読
ん
だ
り
友
人
と
議

論
し
て
考
え
た
り
」。

あ
る
日
、
大
学
の
生
協
で
手
に
し
た

１
冊
の
写
真
集
に
衝
撃
を
受
け
る
。

「
森
山
大
道
の『
光
と
影
』。
視
覚
と
触

覚
が
強
く
結
び
つ
い
た
写
真
に
惹ひ

か
れ

て
、
森
山
さ
ん
に
会
い
に
行
っ
て
し
ま
っ

た
」。渋

谷
の
ア
パ
ー
ト
に
毎
月
、
街
を
歩
き

ま
わ
っ
て
撮
っ
た
写
真
を
持
参
し
た
。

「
作
品
は
、
い
つ
も『
後
で
観
て
お
く
か
ら

置
い
て
い
け
』と
言
わ
れ
て
、
ず
っ
と
何
も

言
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
半
年
経
っ
た

と
き
、『（
写
真
は
）や
め
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
で

も
し
た
ほ
う
が
い
い
』
と
言
わ
れ
て
、
続

け
る
な
ら
、『
ぜ
ん
ぶ
捨
て
て
、
見
つ
め
直

せ
』と
」。

ATH 0106 2001
ゼラチン・シルバ
ー・プリント

2004 「地名として記された場所に身体を運んで、世界を採り集めてくる

――それが自分の〈存在証明〉」

ANDES 1995＃14
1995 ゼラチン・
シルバー・プリント

1995 「1日500キロ走って、1000キロに1枚撮せる場所がある。
空や水を写さないのは、固体のほうが、きちんと光を反射するから」

が
で
き
な
い
時
間
に
撮
り
ま
す
。
空
や
水

を
ほ
と
ん
ど
写
さ
な
い
の
は
、
固
体
の
ほ

う
が
、
き
ち
ん
と
光
を
反
射
し
て
表
面

を
精
確
に
撮
せ
る
か
ら
」。

砂
漠
、
山
岳
、
畑
地
、
森
林
、
辺
境
の

村
や
町
…
…
。
地
名
を
タ
イ
ト
ル
と
す
る

そ
れ
ら
の
写
真
は
、
地
表
の
デ
ィ
テ
ー
ル

を
撮
し
取
り
な
が
ら
、
均
質
に
集
め
ら

れ
た
世
界
地
図
の
部
分
の
よ
う
に
見
え

る
。「
世
界
が
ひ
と
つ
の
表
面
で
あ
る
と

い
う
事
実
。
地
図
に
地
名
と
し
て
記
さ

れ
た
場
所
に
身
体
を
運
ん
で
、
世
界
を

採
り
集
め
て
く
る
―
―
そ
れ
が
自
分
の

〈
存
在
証
明
〉」。

２
０
０
１
年
に
は
、
90
年
代
の
作
品
を

集
め
た
作
品
集
を
出
版
。
翌
年
、
木
村

伊
兵
衛
写
真
賞
を
受
賞
し
た
。

《
Ａ
Ｔ
Ｈ
０
１
０
６
》（
２
０
０
１
）は
、
２

０
０
１
年
か
ら
制
作
を
は
じ
め
た
都
市

の
写
真
の
１
作
。「
都
市
の
作
品
の
タ
イ
ト

ル
は
、
す
べ
て
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ（
国
際
航
空
運
送

協
会
）の
シ
テ
ィ
・
コ
ー
ド
で
す
。
A
T
H
は
、

ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
」。

「
都
市
で
は
、
ビ
ル
や
塔
か
ら
の
撮
影
が

多
い
の
で
、
撮
影
許
可
の
問
題
は
、
風
景

《
無
題
》（
１
９
８
５
）
は
、
ツ
ァ
イ
ト
・
フ
ォ

ト
・
サ
ロ
ン
で
の
初
個
展
の
出
品
作
。「
階

段
は
、
よ
く
撮
っ
た
。
写
真
は
、
２
次
元

な
の
だ
か
ら
、
被
写
体
を
平
面
に
も
ど

し
て
あ
げ
な
く
て
は
。
な
る
べ
く
影
や
奥

行
き
が
出
な
い
よ
う
に
し
て
」。

「
人
の
眼
も
写
真
も
、
表
面
以
外
の
も

の
は
映
ら
な
い
。
だ
か
ら
表
面
以
外
の
も

の
を
撮
そ
う
と
は
思
わ
な
い
」。

初
個
展
を
開
い
た
同
じ
年
の
秋
、
夜
、

バ
イ
ク
で
走
行
中
に
信
号
無
視
の
タ
ク
シ

ー
と
衝
突
し
、
大
腿
骨
を
骨
折
。
塞
栓
症

そ
く
せ
ん
し
ょ
う

を
併
発
す
る
重
体
で
、
２
か
月
間
の
入

院
か
ら
生
還
し
た
。
地
理
学
科
の
卒
論

の
評
価
は
高
か
っ
た
が
、
写
真
の
道
を
行

く
と
決
め
て
卒
業
。

《
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
１
９
９
５
＃
14
》（
１
９
９

５
）
は
、
90
年
代
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
た

海
外
撮
影
か
ら
生
ま
れ
た
１
点
。「
撮
影

は
、い
つ
も
車
で
１
日
５
０
０
キ
ロ
走
っ
て
、

１
０
０
０
キ
ロ
に
１
枚
撮
せ
る
場
所
が
あ

る
。
撮
影
ポ
イ
ン
ト
は
、
探
す
の
で
は
な

く
、
走
っ
て
い
る
と
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
来

る
」。

「
太
陽
が
正
面
に
き
て
、
被
写
体
に
影

ホルベイン 画家たちの美術史 Photo C松江泰治　Courtesy TARO NASU GALLERY
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まつえ・たいじ 1963年東京生まれ。87年東京大学理学部地理学科卒業。96年、
第12回東川賞新人作家賞受賞。2002年、第27回木村伊兵衛写真賞受賞。主な
個展に87、92～99年ツァイト・フォト・サロン（東京）、93年イル・テンポ（東京）、99
年スタッフ・ギャラリー（ニューヨーク）、99,2000,02,03年TARO NASU
GALLERY（東京）、01年コオジ・オグラ・ギャラリー（名古屋）、01,03年
L.A.Galerie（フランクフルト、ドイツ）、05年モイラント城美術館（ベドブルグ・ハウ、
ドイツ）。主なグループ展は、94年「液晶未来」（フルーツ・マーケット・ギャラリー、
エジンバラ、イギリス）、95年「アナザー・リアリティ」（川崎市市民ミュージアム、神
奈川）、「モノ・カオ・反物語」（東京都写真美術館）、96年「インプリケイト・オーダー」
（ギャラリー美遊、東京）、98年「写真の現在ー距離の不在」（東京国立近代美術館
フィルムセンター）、01年「SURFACE」（オランダ国立写真美術館、ロッテルダム）、
03年「解像度」（表参道画廊＋MUSÉE F、東京）、04年「アルル国際写真フェステ
ィバル」（フランス）、「オフィチーナ・アジア」（ボローニャ近代美術館、イタリア）な
ど。2006年1月、ヴァンジ彫刻庭園美術館（静岡県長泉町）で、個展が開催される
予定。

浜松町の世界貿易センター
ビル展望台にて。地上150
メートルのこの場は、作家
の撮影スポットのひとつ。
前ページのスロバキアで
の カット を 含 む『 I n -
between 7  松江泰治　イ
ギリス、スロバキア』（2005
年、EU・ジャパンフェスト日
本委員会=発行、オシリ
ス＝刊）は、日本の現代写
真家13人がEU加盟国を撮
り下ろすプロジェクトの1冊
として刊行されている［＊］

介
す
る
写
真
集
の
た
め
に
撮
り
下
ろ
し

た
１
点
。「
イ
ギ
リ
ス
と
ス
ロ
バ
キ
ア
を
撮

影
し
て
、
こ
こ
は
、
世
界
遺
産
で
も
あ
る

ス
ロ
バ
キ
ア
の
鉱
山
の
町
。
現
在
は
歴
史

博
物
館
に
な
っ
て
い
る
城
の
最
上
階
の
窓

か
ら
撮
り
ま
し
た
」。

「
年
間
２
０
０
日
ぐ
ら
い
暗
室
作
業
を

し
て
き
た
僕
に
と
っ
て
、
外
注
で
カ
ラ
ー

プ
リ
ン
ト
を
仕
上
げ
る
の
は
画
期
的
な

出
来
事
。
本
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
デ
ィ
テ

ー
ル
を
観
て
、
ま
す
ま
す
写
真
家
は
、
観

る
者
の
一
人
と
い
う
観
念
が
強
ま
る
」。

走
行
距
離
、
約
50
万
キ
ロ
。
集
め
た

〈
地
名
〉の
写
真
、
５
０
０
点
。
衛
星
カ
メ

ラ
と
監
視
カ
メ
ラ
に
被お
お

わ
れ
た
地
上
で
、

個
人
の
力
の
限
界
を
試
す
よ
う
に
、
精

緻
な〈
世
界
地
図
〉の
製
作
は
つ
づ
く
。
無

人
の
探
査
衛
星
と
太
陽
を
追
っ
て
砂
漠

に
消
え
た
詩
人
の
沈
黙
の
あ
い
だ
に
、
こ

の
星
の
表
面
に
も
、い
ま
だ
多
く
の
世
界

が
、
ま
な
ざ
し
を
待
っ
て
い
る
。

◎
た
か
み
・
あ
き
ひ
こ﹇
美
術
評
論
家
﹈

８
月
９
日
、
東
京
・
浜
松
町
、
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
展
望
台
に
て
取
材

も
公
共
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
る
。
と
く
に
テ
ロ
の
時
代
の
近
年

は
」。

《
Ｓ
Ｋ

２
０
０
４

Ｂ
Ｓ
》（
２
０
０
４
）は
、

作
品
と
し
て
は
初
め
て
の
カ
ラ
ー
プ
リ

ン
ト
に
よ
る
最
近
作
。
E
U
諸
国
を
紹
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